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新
入
学
時
期

交
通
安
全
運
動

新
入
学
時
期
と
な
り
、
子

供
た
ち
が
慣
れ
な
い
通
学
路

を
通
い
始
め
ま
し
た
。

新
入
学
園
児
・
児
童
・
生

徒
を
交
通
事
故
の
被
害
か
ら

守
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
交

通
安
全
協
会
玖
珠
支
部
と
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

で
、
交
通
安
全
運
動
を
行
い

ま
し
た
。

朝
の
塚
脇
小
学
校
玄
関
前

は
、
車
の
出
入
り
が
多
く
、

児
童
の
通
学
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
、
児
童

の
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
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伐
株
山
公
園
整
備
事
業
実

行
委
員
会
（
松
野
孝
治
会

長
）
は
、
３
月
22
日(
日)

に

コ
ス
モ
ス
播
種
の
た
め
の
火

入
れ
を
、
４
月
11
日(

土)
に

は
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を
行

い
ま
し
た
。

草
刈
を
し
て
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
山
頂
に
火
が
つ
け

ら
れ
る
と
、
火
は
風
を
お
こ

し
て
燃
え
広
が
り
、
見
る
間

に
一
面
を
焦
が
し
て
行
き
ま

し
た
。

焼
跡
に
は
整
然
と
ロ
ー
プ

が
張
ら
れ
、
一
斉
に
種
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
頂
で
は
今
年
も
大
小
様

々
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

伐
株
山
山
頂
を

整
備
し
ま
し
た

▸
一
気
に
斜
面
を
燃
え
広
が
る
炎

張ったロープにそって

コスモスの種をまくようす

伐
株
山
弘
法
祭

４
月
19
日(

日)

、
伐
株
山
で
予
定
さ
れ
て
い
た
「
弘
法

大
師
祭
」
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
笹
ケ
原
公
民
館

に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
笹
ケ
原
地
区
の
伐
株
山
保
勝
会
（
江
藤

德
幸
会
長
）
が
、
伐
株
山
登
山
客
の
安
全
や
地
域
の
発
展

を
祈
願
す
る
神
事
を
行
い
、
心
の
こ
も
っ
た
精
進
料
理
の

「
お
接
待
」
も
あ
り
ま
し
た
。

来
年
ま
た
、
春
爛
漫
の
伐
株
山
山
頂
に
多
く
の
参
拝
客

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
う
に
…
。

山頂で風に泳ぐ鯉のぼり

▸
き
れ
い
に
焼
け
た
斜
面

▸
斜
面
に
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ

まだ肌寒い中での活動、ご苦労様でした


